

















































































1938年からであるが， 1940年三浦郡の栽培面積は 268.9ha fこ達し，スイカのそれを上回っていたの
である.
三浦郡のホウレンソウ栽培は戦中戦後の作付統制で減少したが， 1950年 20. 0 ha， 1960年 79.9
haと復活した. 三浦郡の農家の中には， ホウレンソウを大束で出荷した経験を有するものが多い.











回も自然交雑させ， 三浦半島の風土と合ったものを選抜したのが， 1三浦ダイコンjで， それは1925









三浦半島のダイコン栽培面積は1920年の 236.7haから1930年の 352.4 ha， 1940年の 628.2haへ








コ「一二 1900 I 1910 I 1920 I 1930 I附 I1950 I 
大 麦 1， 549.6 1， 675. 5 1， 588. 6 915.4 540.9 610.5 262.9 
麦 456.7 405.3 534.4 384.0 455.2 374.6 189.2 
え
裸 麦 515.2 167.4 85.3 42.0 17.6 8.6 116.0 
ーーーー・ー
夕、、イ コ ソ 242.5 236.7 352.4 628.2 402.5 571. 8 
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通 陸 手話 16.6 37.5 99.2 212.0 231.7 160.3 166.3 
大 R 900.7 585.9 412.5 280.5 129. 1 223.4 115.1 
莱 597.2 451. 5 308.0 70.9 35.0 172.3 21. 0 
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Ji 
d馬 鈴 薯 21.0 49.7 88.8 214.8 508‘7 388.3 452.7 
畑 甘 者長官三 503.2 544.5 567.6 353.7 294.4 522.3 178.6 
サ ト イ モ 55. 1 70. 1 73.0 68.7 46.9 79.7 
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ト ザマ ト 2.0 0.3 15.4 57.2 30.3 73.6 








その後，三浦半島におけるダイコンの栽培面積は1950年の 402.5ha， 1960年の 571.8 haであった.
農林業センサスによると三浦半島南部の三浦市のそれは， 462.9 haで， 1960年の 80.7%を占めるこ
とになる. 一方， 神奈川県農林水産統計年報によると 1960年における三浦市のダイコン作付面積は




























神奈川県統計蓄によると三浦半島のエンドウは， 1895年の 80.5haを最高に1920年の 17.7haま
で減少するが，戦前 30ha前後栽培されていたことがわかる. しかし，これは，いわゆる実とりエン












栽培が急速に普及したものである.それは 1910年 49.7ha， 1920年 88.8haであったものが， 1925 
年の 104.9ha， 1930年の 214.8haと増大したことによって判断される.バレイショの栽培面積はそ










バイモは反当り80貫播種して，収穫量は260---450賞であったという 25) 収量の幅が大きいのは， 5月
10日以前に収穫されたものは価格がよかったので，探り掘りや早掘りがなされたためで、ある.















三浦郡におけるスイカの栽培面積は，大正時代まで 10ha以下であったが， 1927年に10ha， 1930 
年に 20ha，翌年 40haを超えた.このことからスイカの商品化はオンパイモより遅れ， 1930年頃で
あったことがわかる.その後，スイカは， 1935年の 77.7haから翌年の 198.0haへと急増し， 1937 























治期から 20ha以上，ナスは 70ha以上栽培されてきた.自給的色彩の濃いナスvi.， 1920年代に 60
ha台であったものの， 1930年代には 70，.100 ha台栽培され，剰余が商品化されたと忠われる.一方，
キューリは大正期の 30ha台から昭和に入ると 50ha台へと飛躍し， 1928年の 80ha強から， 1932 
年の 100haを超え， 1936年には 157.3haを記録した. 1930年代にピークのあったキューリは，い
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カボチャの作付面積は三浦市 140ha，横須賀市 59ha，葉山町 1haで三浦半島で 200ha ~こ達した.
また，メロンも三浦市 38ha，横須賀市 12haで 50haにのぼる. 1984年においては三浦市のみで，
カボチャ 150ha， メロン 80haが栽培された.これは，カボチャやネット系メロンの収益がスイカ
に劣らないためであるという 28)
ll-3 キャベツの導入と野菜作3体系の確立
キャページや甘藍と統計蓄に記載されているキャベツは， 1910年のl.4 haから1920年の 10.6ha， 
1925年の 20.3haを経て1930年，3l.4 ha栽湾えれていた.その後作付面積は 30ha前後と横ばい状
態、であったが， 1940年には 49.8haとなった(第 1表参照). この頃のキャベツは，今日のように生
野菜としてではなく煮物用であり 3 主として横須賀市の武山地亙や大楠地区で栽培されていたもので
ある.
戦後の1948年 46.3 ha， 1950年 29.7haにすぎなかったキャベツは，三浦市だけでも1960年の 220
ha， 1964年の 314ha， 1965年の 439ha， 1966年の 526ha， 1967年の 647ha， 1968年の 755haへ



































1910年に栽培されていた作物のうち， 冬作物の大麦， 小麦， 裸麦で 2，258.2haにのぼり畑地の
88%を占めていた.これに商品化されていたダイコンが 242.2ha， 9.4%，ツケナ(白菜)，ネギ等が
77.5 haであるから，ホウレンソウも 70ha近く栽培されていたと思われる.一方，夏作は大豆，栗，
甘藷，陸稲の図作物で 1，619.4ha， 62.50/0 を占めていた.これにパレイショ，ナス，サトイモ，キ
ューリ等で 202.3haを占め，さらに第l表に載せなかったゴボウ・ニンジン・カプ・マクワウリな











・.• .' ・ー . 今.一・・・ . . • ' . ・
4 ー・.・..・.・.・ .・ . ・.・ ー . ・
一.ー 一 . ・・ 一 一一.一・・ー ・ .ー ー'・ ・.ー・・.・ ・ . ・ ・. 
2 12 1 10 9 8 7 6 5 4 
b) 2年5作 (1935-1955) 






































































































































水稲は 1，173haとなり， 1910年からの30年間に水田 600haの減少がみられた.これは横須賀の
海軍工廠をはじめ，現在でも久里浜・長井駐屯地，久里浜倉庫，長井ハイツ，長坂射撃場などとして
残存している18軍事施設が農地を潰廃して設立されたためで、ある.畑作では冬作の麦類が1，013.7 ha 
となり 650ha減少した.麦作に代わって増大したのは三浦ダイコンで， 628.2 ha栽培されていた.

























ように， 横須賀まで馬車や牛車で尿尿を汲取りに行き， 1回200翼ー前後持帰ったのである. しかも
1933年当時，下肥施肥料は 110アーノレ当りダイコンで1，500貫，馬鈴薯で1，000寅というのであるか
ら10aの作付にはダイコンで7.5日，馬鈴薯で5自の汲取労働を必要としたj34) ことになり，この重















































種 }jIJ 1979 1980 1981 1982 1983 
三浦ダイコン 3，005，573 2，841， 877 1， 895，968 516，844 128，834 98.7) (76.6) (43.9) (13.2) (3.4) 
青首ダイコン 40，333 869，500 2，424，176 3，389，165 3，673，896 23.4) (56. 1) (86.8) (96.6) 
3，045，906 3，711，377 4，320，144 3，906，009 3，802，703 





























































































































































































































































































































1980年の農業センサスによると，三浦市の農業経営規模は O.88 ha， 1960年の1.05 haより減少


















いし， 23 a以下であるとすべて第2種兼業農家になる.したがって， 50 a以上での第 1種兼業農家は












150 100 50a 男IJ明治大正戦前戦後高終以下l
~ j勿タ勿勿炉 4晶 @ IA xx ;物 μ A A / . .A xx 1/ ..4弘 .A@) xx 
庁 1/ .~邑 . × 
序 0 . .A × 下、 0 . O.A xx 
18 .A e.A xxx 
!τ e . @ A xx 
町 @ A e .xx 
Ii @ム ①A .10 × 
匡 @ A ① A xxx 。 降.AC ⑪ xxx 
A ①A ⑪ xx 
O.A OA 




長ム θム ⑪⑪ @A ⑬ 
巴畑図畑図f昔池田業画I楽図四 O現 ム女 ×子供
..... 農業 ①漁業兼業 6 自営兼業 Oム家琴 ⑪.&.t.豆常的銭外勤労
第4図 柳田集落の土地所有と労働力構成
(農家台帳およびききとりによる)














ツーキャベツースイカの 3毛作である. しかし，ダイコンを 3月に収穫する場合，キャベツを間作し
ないところもあるという.そのような場合， 10 a当りのダイコン本数が多く入るので収入に大きな差
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4，353， 5，046， 3，710トンを出荷し， すでに東京市場にお
いて圧倒的地位を占めていたことが窺える.つまり1951年









1953 6，346 6，610 4，251 (94. 3) (95.8) (81. 4) 
1960 7，433 7，242 3，009 (87.9) (90.9) (49.6) 
1965 7，681 10，391 8，556 (81.2) (90.3) (75. 1) 
1970 9，467 10，414 6，837 (77.5) (86.4) (71.3) 
1975 9，467 10，715 10，634 (60. 6) (70.2) (72.4) 
1980 6，582 8，237 6，540 (46.4) (57.8) (54.5) 
























るのである.このような体制が可能になったのは，品質と規格が向ーになる， L， M) S，などを決
めたダンボーノレ箱による包装出荷に統一されたためで、あろう.
ともあれ，三浦の野菜農家で、は，粗収入 l戸当り1，000万，純益7'-'800万をめざして，野菜生産に
励んでいるのである.これは， 1 ha程度で可能なのである.すなわち，ダイコン10a 1， 000ケースで
1箱500円として50万， 1 haで500万，スイカ10a40'-'50万で4'-'500万の粗収入となる.これにキャ
ベツが加われば， 1，000万の粗収入は突破できるのである. しかし，価格変動も激しいので，常に安
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Development of Vegetable Production and Changes of Land U se 
in Iv1iura Peninsula， K.anaga¥へraPrefecture 
Isao SAITO， Fumitaka SHIBUSA WA and Kazuo IKEDA 
Miura Peninsula located about 60 kilometers south of Tokyo has a common characteristic of horns 
and peninsulas facing the Kur‘oshio system as is indicated in the cultivation of ear1y garden peas under 
the temperate c1imate. 1n this paper the authors c1ari自edthe development pl唱ocessesof vegetable cul-
tivation and its rotation systems with grain and root crops. Commercial cultivation of spinach and radish 
dates from M吋iera when the main base of ]apanese 1mperial Navy was located in nearby Yokos凶ca-
shi. Although the cereals such as wheat and bar1ey， upland rice， foxtail millet， soy bean and sweet po-
tatoes were mainly produced， these vegetables became cultivated under the rotation system of double-
cropping， utilizing the manure and night soil from ur・bandwellings of Yokosuka-shi. Thus the vegetable 
production in this area originated as market gardening. 
These vegetables began to be shipped to the Tokyo metropolitan market in the 1920's and Tv1iura 
Peninsula became the main producer of fresh vegetables during teh next decade when ear勺1potatoes 
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and watermelons were a1so added to the rotation system. These vegetab1es occupied appr‘oximately a 
third of land used in 1940. l¥tloreover， tripple句croppingof radish， early potatoes and bean or summer 
vegetables appeared. However， double-crop戸時 ofwheat and barley， and foxtail millet (sometimes 
upland rice or sweet potatoes instead of foxtail millet) were dominant land use. Thus， two year rotation 
such as barley-millet-radish-s¥，veet potatoes-soy bean， and the three year rotation such as barley-upland 
rice-radish-early potatoe-¥，vatermelon-wheat-sweet potatoe without fallowing were predominant until 
the 1950's excepting the intervening v，rar and postwat years of 1941-1949. These cropping systems ¥"'ere 
ecological1y sound because of the intercropping of vegetables between rows of grains and of the input 
of organic fertilize1's such as manure and night soil. 
Introduction of cabbages in place of early potatoes formed a further intensive vegetable cultivation 
of three crops aぅ'earin 1960's. As a result， radish， cabbage and watermelon in respective seasons dom-
inated the land use throughout the peninsula. Although abandonment of grains， decline of livestock 
raising， prohibition of night soil， and continuous and abundant utilization of chemica1 fertilizers damaged 
vegetables with increased plant disease and deficiency of minerals， farmers resolved these problems 
partly by purchasing organic fertilizers such as manure [rom dairy and poultry farms. Thus :i¥![iura Pe-
ninsula was able to maintain its position as the leading vegetable producing area in the Tokyo metro司
politan area. 
Now viable vegetab1e farms earn more than a million y∞per 0.1 hectare by a successive cropping， 
in a year， of radish-cabbages-watermelons and cabbages-cabbagesωwatermclons， and their gross income 
reaches as much as to 10 m.illion yen. :i¥;fiura Peninsula is therefore one of the most productive agricul喧
tural regions in the Tokyo metropolitan area. The highlγproductive f;加、mingdistricts specia1izing in 
vegetables have emerged in the zone of 60-80 kilomete1's f1'om Tokyo. They are Fukaya-Ojima and 
Tatebayashi-Ohura districts along the middle course of Tone River， western Ibaraki Pre[ecture， Chyoshi， 
Narita-Tomisato and Ichinomiya districts in Chiba Prefecture as well as :i¥![iura district observed in 
this paper. The authors designate these intensive vegetab1e producing districts "intermediate vegetable 
zones" located between suburba九 marketgardening areas of Tokyo and truck farming areas in central 
]apan. 
